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Ⅲ 授業の流れ

１時間目 第２節 感覚と運動の仕組み（食べるためには運動が必要である）

課題１，感覚器官と運動器官の連携を実際の「食う 食われる」の場面でさぐる

ワークシート１、骨格標本（ネコ、ウサギ）頭骨標本（ウシ）使用教材：

視聴覚教材（チーターがレイヨウを捕食する映像ビデオ）消化管標本（ネコ、ウサギ）

獲物を捕らえる肉食動物のビデオからイメージをつかむ学習活動：

班を肉食動物、草食動物の２グループに分けて、シーンごとに行動とそのための体のつくりを探る

肉食動物（ネコ）草食動物（ウサギ）の全身骨格標本で確認していく

その他必要な情報は画像などで得てワークシートにまとめる

学習活動の流れ と 評 価生徒の気づき（体のつくり） 生徒の意識の流れ

肉食グループ 草食グループ

草食動物と肉食シーン１

【捕食者 （肉食動物） 【獲 物 （草食動物） 動物の生活の様】 】

餌や敵を見つけるた 子に関心を持ち獲物を見つける 天敵を見つける 植物を見つける

めにどんな感覚器が 意欲的に探求しよく見える目 広い視野を持つ目 （多く見つかる）

が必要だろう？ ようとする( )鋭い耳・鼻 よく動く耳、 B

（生徒の観察）鋭い鼻

関心・意欲高い背 感覚はどちらも鋭い

が、目が大きく違うシーン２

観察の視点に基

同じ走るのでも条件 づいて骨格標本追う 逃げる 移動する

（意味）が違うはず を観察しているダ ッシュのできる足 長く速く走れる足 (植物は逃げない)

( )～全身を使った走り 省エネの走り蹄～ B

どんな足や仕組みが (ワークシート)間合いをはかれる目 後ろまで見える目

技能・表現～両眼視（立体視） 必要だろう？

走り方や走れる時間シーン３

が違う 食性と歯、目の

位置、足などのとらえる 逃れる かじりとる

食べ物によって歯の 体のつくりを関鋭い犬歯・かぎ爪 平たい門歯角・牙

～反撃する？ 働きが違うはず 連づけて考察し

ている( )B

どんな歯が適してい (発表・シート)シーン４

科学的思考るんだろう

る 食べられる る食べ 食べ

形や場所使い方に大 草食動物や肉食肉を引き裂く歯 すりつぶす臼歯

きな違いがある 動物の体のつく大きく丈夫な下顎

消化・吸収 消化・吸収 りは食性と深く

食べた後も違うんだ 関わっているこ短い消化管 長い消化管

とを理解し身に

つけている( )肉食動物と草食動物という視点での分類ができる 獲得概念 B

(ワークシート)

獲得概念 知識・理解動物の体のつくりと生活は関わりが深い
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（ＴＴによる２教室での授業）２・３時間目 第４節 脊椎動物の分類（動物にはいろいろなものがいる）

学習活動 学習活動 生徒の意識の流れ支援および留意点

骨の部屋（第 理科室） 資料の部屋（調理室）1

骨格標本 表皮標本 生体動物 視聴覚資料

（５グループ５種類） 剥製 その他

疑問の中から本時の課題が見つかるように言葉かけをする。

骨格標本を見て疑問に思っ なんだろうできるだけ実物の動物や骨格標本に触れさせ、

たことを発表する ・・に似てるが脊椎動物の共通性や多様性に気づかせる。

恐竜の発掘になぞらえて、骨格から生前の姿を形作る 楽しさに興味をもたせる。

１ 正体を見つけてやろうつかむ 【１０分】

視点は教師が示さず、これまでの学習を生かし、「骨格標本の正体を探る」

生徒自身に考えさせる。

２ （予想・方法） 前時の視点を参考に見通す

「骨格標本の観察」

観察の視点を決める。 なるほど そこを見ていくのか【ヒントカード】

、足の数 尾の形 観察記録のできない生徒には

指や爪 歯の様子 足や背骨の作りは？ヒントカードを与え記入させる

生徒に自由に席を立って観察させる。３ 追究する【１５分】

共通点を探る 共通点 背骨がある

相違点を探る 相違点 足・ヒレは作りが違う

４ 正体が大体わかったら 骨格標本の正体は、多分これだと思うが・・はじめは でチェックし、生徒TT

が調理室に移動し始めたら も移動。チェックを受ける。 T2

骨格以外の情報は何かな

５ いだろうか新たな課題をつかむ

骨格標本の観察がある程度できた者に「 」骨格以外の情報から探る

は同じ仲間の動物を見つけさせる。

表皮標本などを観察する 似た様な動物を探す 表面の様子は・・B A

その他の情報を探る。 「同じ仲間の動物の観察」

は調理室では同じ仲間のT2
６ ６ ・・に形が似てる追究する【？】 追究する【１５分】見つけられない生徒にわかり

「より詳しい観察」 同じ仲間の動物は何か、それ 足の形が同じやすい資料を示してやるなど

各グループの骨格の はどのような理由からか根拠 尾の長さは違うの支援を行う。

特徴は何か。 を示して探す。 ・・は肋骨がないT1 は を配る。【発展カード】

他と特に違う点 表皮の様子 尾と背骨が連続骨詳しく骨格を観察したい生徒

背骨とのつながり 足の形 足の付き方 がとても軽い同じ仲間がわかった生徒には

肋骨の様子 尾の様子 歯の様子 など発展カードを与え、もう一度

より詳しく観察させる。

７ 骨格標本の正体がわかる。 骨格の正体は・・解決する【１０分】

８ セキツイ動物にはいろい深める・広げる【次時】

セキツイ動物の各グループの特徴を生態の面から探り まとめる ろな特徴がある、 。

生活場所 子の生まれ方・育て方 呼吸の仕方 体温変化 分類してみよう

セキツイ動物は様々な環境に適応したつくりや特徴をもち獲得概念

５つの仲間に分かれているが、どれも体の中に骨格をもつ。
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２・３時間目（補足）

① 骨の部屋・・・・骨格標本陳列。生徒は正体を突き止めるために観察する。

【基本シート】 観察の視点は生徒自らが定める。規準を持った観察を主体的に行わせる

足のつくり、爪、歯、目の付き方、その他特徴のある骨などから生活の様子をつかむ

【ヒントカード】なかなか記入できない生徒については、視点を与えて比較させる

背骨があるのは？ 尾はあるかな？ どんな歯が並んでいるだろう？

など足の数や形は？ 足の付き方は？ 頭の形は？

資料の部屋・・・剥製・生体・写真等をならべる。表皮標本なども置き生徒は必要な情報を得る。②

表面の様子、生活の様子、呼吸方法、形態的な特徴などの情報から生活の様子をつかむ

とともに、同じ仲間の動物を見つける

再び骨の部屋・・・・発展的な学習の場③

【発展カード】記入の終わった生徒については、さらに細かな点に目を向けさせていく

それぞれの骨格で、ほかの動物と特に違っているのはどこか？

肋骨はどうなっているだろう？ 背骨と前後の足の骨のつながりはどうか？

骨の重さや内部の様子はどうだろう？ 歯の並び方や種類を比べてみよう など

関心・意欲・進んで正体を探ろうとしている。 （生徒の観察）

科学的思考評 ・有効な基準となる視点を設定して観察している。 （ワークシート）

・自分に必要な情報がわかり資料を選んで収集している（Ｂ 。）

技能・表現価 さらに、より詳しく観察して、特徴を記録している（Ａ 。 （ワークシート））

知識・理解・セキツイ動物の特徴を認識し、知識を身につけている。 （発表・シート）


